
科学基礎論学会 2026年度 秋の研究例会プログラム

日付：2026年11月15日（日）

会場：早稲田大学 戸山キャンパス 36号館5F 582教室 ＋ オンライン（ハイブリッド開催）

参加費：会員無料・非会員1,000円

※非会員の方は、前日までに以下から参加登録をお願いします：https://peatix.com/event/5217925

12:00～12:45 臨時総会

13:00～15:00 ワークショップ「物理学の哲学の最前線」

1. Jimmy Aames （神戸大学）

「座標系なき時空理論？――モードリン『物理学の哲学』第1巻を読む」

2. 藤田 翔 （京都大学）

「点の同一性――『時空の哲学と現代宇宙論』が示唆する現代物理学的描像」

3. 森田 紘平 （神戸大学）

「創発基底の選択について――『創発と物理』の問題点」

4. 北島 雄一郎 （日本大学）

「カッシーラーの観点から見たヨルダン代数」

15:00～15:15 休憩

15:15～17:45 シンポジウム「フェイクニュースの科学・哲学・倫理」

＜オーガナイザー＞ 久木田 水生（名古屋大学）

1. 笹原 和俊 （東京科学大学）

「AI時代におけるフェイクニュースの拡散とその抑止」

2. 田中 優子 （名古屋工業大学）

「認知バイアスの観点から考える偽・誤情報問題」

3. 山田 圭一 （千葉大学）

「〈フェイクニュース〉の概念工学――でたらめと陰謀論からの概念の再設計」

4. 久木田 水生 （名古屋大学）

「断片化した世界に必要なリテラシーを問い直す」

※ 11時30分より受付を開始いたします。

※ オンライン接続情報は後日お送りします。


